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ファイバチャネルインターフェイスの概要

ファイバチャネルのライセンス要件

Cisco Nexusデバイスでは、ファイバチャネル機能は Storage Protocol Servicesライセンスに含まれ
ます。

ファイバチャネルインターフェイスとその機能を使用する前に、正しいライセンス（N5010SSま
たは N5020SS）がインストールされていることを確認します。

Storage Protocol Servicesライセンスなしで仮想ファイバチャネルインターフェイスを設定でき
ますが、ライセンスがアクティブになるまでこれらのインターフェイスは動作状態になりませ

ん。

（注）

物理ファイバチャネルインターフェイス

Cisco Nexusデバイスは、2つのオプション拡張モジュールを使用することにより、最大 16個の
物理ファイバチャネル（FC）アップリンクをサポートします。最初のモジュールには 8つの FC
インターフェイスが搭載されています。 2番めのモジュールには 4つのファイバチャネルポート
と 4つのイーサネットポートが搭載されています。
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各ファイバチャネルポートをダウンリンク（サーバに接続）、またはアップリンク（データセン

ター SANネットワークに接続）として使用できます。ファイバチャネルインターフェイスは、
E、F、NP、TE、TF、TNP、SD、autoの各モードをサポートしています。

仮想ファイバチャネルインターフェイス

FibreChannel overEthernet（FCoE）カプセル化により、物理イーサネットケーブルでファイバチャ
ネルとイーサネットトラフィックを同時に伝送できます。 Cisco Nexusデバイスでは、FCoE対応
の物理イーサネットインターフェイスは、1つの仮想ファイバチャネル（vFC）インターフェイ
スのトラフィックを伝送できます。

vFCインターフェイスは、Cisco NX-OSの他のインターフェイスと同様に、設定やステータスな
どのプロパティを持つ、操作可能なオブジェクトです。ネイティブファイバチャネルインター

フェイスと vFCインターフェイスは、同じ CLIコマンドを使用して設定します。

vFCインターフェイスは、Fモードだけをサポートし、トランクモードでだけ動作します。

次の機能は、仮想ファイバチャネルインターフェイスではサポートされません。

• SANポートチャネル

• SPAN宛先を vFCインターフェイスにすることはできません。

• Buffer-to-Buffer credit（BB_credit）

• Exchange Link Parameter（ELP）または Fabric Shortest Path First（FSPF）プロトコル

•物理属性の設定（速度、レート、モード、トランスミッタ情報、MTUサイズ）

•ポートトラッキング

VF ポート

vFCインターフェイスは、常にトランクモードで実行されます。vFCインターフェイスは、他の
どのモードでも動作しません。 vFCインターフェイスでは、switchport trunk allowed vsanコマン
ドを使用して vFCの許可 VSANを設定できます（FC TFおよび TEポートと類似）。ホストに接
続されている vFCインターフェイスの場合、ログイン（FLOGI）をサポートするVSANはポート
VSANだけです。 VFポートを設定する switchport trunk allowed vsanコマンドをインターフェイ
スモードで使用し、このような vFCインターフェイスの許可 VSANをポート VSANに制限する
ことを推奨します。

160 vFCインターフェイスのサポートが含まれます。

Cisco Nexusデバイスは、vFC VSAN割り当てとグローバルな VLAN-to-VSANマッピングテーブ
ルにより、VFポートに対して適切な VLANを選択できます。

10G-FEXインターフェイス経由のVFポートのサポートは、各ファブリックエクステンダがCisco
Nexusデバイスに直接接続する、CiscoNexusファブリックエクステンダストレート型トポロジで
のみサポートされます。
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VE ポート

仮想 Eポート（VEポート）は、非ファイバチャネルリンク上の Eポートをエミュレートする
ポートです。 Fibre Channel Forwarder（FCF）間の VEポート接続は、ポイントツーポイントリン
ク上でサポートされます。このリンクは、個々のイーサネットインターフェイス、またはイーサ

ネットポートチャネルインターフェイスのメンバです。 FCFが接続された各イーサネットイン
ターフェイスに、vFCインターフェイスを作成し、バインドする必要があります。インターフェ
イスモードで switchport mode eコマンドを使用して、vFCインターフェイスを VEポートとして
設定します。

VEポートに関する注意事項は次のとおりです。

• vFCで autoモードはサポートされません。

• VEポートトランキングは、FCoE対応 VLAN上でサポートされます。

• MACアドレスにバインドされている VEポートインターフェイスはサポートされません。

•デフォルトでは、VEポートはトランクモードでイネーブルになります。

VEポート上に複数の VSANを設定できます。 VEポートの VSANに対応する FCoE VLAN
を、バインドしたイーサネットインターフェイスに設定する必要があります。

•スパニングツリープロトコルは、vFCインターフェイスがバインドされたすべてのインター
フェイスのFCoEVLAN上でディセーブルになります。これには、VEポートがバインドされ
たインターフェイスが含まれます。

特定の FCFとピア FCF間でサポートされる VEポートペアの数は、ピア FCFの FCF-MACアド
バタイジング機能に依存します。

•ピア FCFがそのすべてのインターフェイス上で同じ FCF-MACアドレスをアドバタイズする
場合、1つのVEポート上で FCFをピア FCFに接続できます。このようなトポロジでは、冗
長性のために 1つのポートチャネルインターフェイスを使用することを推奨します。

•ピア FCFが複数の FCF-MACアドレスをアドバタイズする場合は、テーブルの制限が適用さ
れます。

vPC トポロジの VE ポート

vPCトポロジの VEポートに関する注意事項は次のとおりです。

• LANトラフィック用の vPC上で接続された FCF間の FCoE VLANには、専用リンクが必要
です。

• FCoE VLANをスイッチ間の vPCインターフェイス上に設定しないでください。

FSPFパラメータ

FSPFは、VSANで起動されると、VEポート上でVSAN単位で動作します。 vFCインターフェイ
スのデフォルトのFSPFコスト（メトリック）は、10Gbps単位の帯域幅です。イーサネットポー
トチャネルにバインドされた VEポートの場合、FSPFコストは動作可能なメンバポートの数に
基づいて調整されます。
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VE ポート設定の制限

PlatformInterface Type

10 G のファブリックエ
クステンダ

Cisco Nexus 6000 シリーズスイッチ

サポート対象外16個の VEポートイーサネットインター

フェイスにバインドさ

れた VEポート

サポート対象外4個の VEポートイーサネットポート

チャネルインターフェ

イスにバインドされた

VEポート

VNP ポート

FCoE NPVブリッジから FCFへの接続は、ポイントツーポイントリンク上でのみサポートされま
す。このリンクは、個々のイーサネットインターフェイス、またはイーサネットポートチャネ

ルインターフェイスのメンバです。 FCFが接続された各イーサネットインターフェイスに、vFC
インターフェイスを作成し、バインドする必要があります。これらの vFCインターフェイスは、
VNPポートとして設定する必要があります。VNPポートでは、FCoENPVブリッジが、それぞれ
固有の eNodeMACアドレスが設定された複数の eNodeを持つ FCoE対応ホストをエミュレートし
ます。MACアドレスにバインドされるVNPポートインターフェイスは、サポートされません。
デフォルトでは、VNPポートはトランクモードでイネーブルになります。 VNPポートには、複
数の VSANを設定できます。 VNPポート VSANに対応する FCoE VLANを、バインドしたイー
サネットインターフェイスに設定する必要があります。

スパニングツリープロトコル（STP）は、VNPポートがバインドされたインターフェイス上の
FCoE VLANでは自動的にディセーブルになります。

インターフェイスモード

スイッチ内の各物理ファイバチャネルインターフェイスは、複数のポートモード（Eモード、
TEモード、Fモード、TFモード、TNPモード、および SDモード）のうちのいずれかで動作しま
す。物理ファイバチャネルインターフェイスを Eポート、Fポート、または SDポートとして設
定できます。インターフェイスを autoモードに設定することもできます。ポートタイプは、イ
ンターフェイスの初期化中に判別されます。

NPVモードでは、ファイバチャネルインターフェイスは NPモード、Fモード、または SDモー
ドで動作します。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは Fモードでだけ設定できます。

デフォルトでは、インターフェイスには VSAN 1が自動的に割り当てられます。

各インターフェイスには、管理設定と動作ステータスが対応付けられています。
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•管理設定は、修正を加えない限り変更されません。この設定には、管理モードで設定できる
各種の属性があります。

•動作ステータスは、インターフェイス速度のような指定された属性の現在のステータスを表
します。このステータスは変更できず、読み取り専用です。インターフェイスがダウンの

状態のときは、値の一部（たとえば、動作速度）が有効にならない場合があります。

関連トピック

VSANの設定と管理
NPVの設定

E ポート

拡張ポート（Eポート）モードでは、インターフェイスがファブリック拡張ポートとして機能し
ます。このポートを別のEポートに接続し、2つのスイッチ間でスイッチ間リンク（ISL）を作成
できます。 Eポートはフレームをスイッチ間で伝送し、ファブリックを設定および管理できるよ
うにします。リモートNポート宛てフレームのスイッチ間コンジットとして機能します。Eポー
トは、クラス 3およびクラス Fサービスをサポートします。

別のスイッチに接続された Eポートも SANポートチャネルを形成するように設定することがで
きます。

関連トピック

SANポートチャネルの設定

F ポート

ファブリックポート（Fポート）モードでは、インターフェイスがファブリックポートとして機
能します。このポートを、ノードポート（Nポート）として動作する周辺装置（ホストまたは
ディスク）に接続することができます。Fポートは、1つのNポートだけに接続できます。Fポー
トはクラス 3サービスをサポートします。

NP ポート

スイッチが NPVモードで動作しているとき、スイッチをコアネットワークスイッチに接続する
インターフェイスは NPポートとして設定されます。 NPポートは Nポートと同様に動作します
が、複数の物理 Nポートに対するプロキシとして機能します。

関連トピック

NPVの設定

TE ポート

トランキングEポート（TEポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。別のTEポートに接続し、2つのスイッチ間でExtended ISL（EISL）を作成しま

Cisco Nexus 5600 シリーズ NX-OS SAN Release 7.x スイッチングコンフィギュレーションガイド
   OL-31639-02-J 5

ファイバチャネルインターフェイスの設定

ファイバチャネルインターフェイスの概要



す。 TEポートは別の Cisco Nexusデバイスまたは Cisco MDS 9000ファミリスイッチに接続しま
す。 Eポートの機能を拡張して、次の内容をサポートします。

• VSAN（仮想 SAN）トランキング。

•ファイバチャネルトレース（fctrace）機能

TEポートモードでは、すべてのフレームが VSAN情報を含む EISLフレームフォーマットで送
信されます。相互接続されたスイッチは VSAN IDを使用して、1つまたは複数の VSANからの
トラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、CiscoNexusデバイスではVSAN
トランキングと呼ばれます。TEポートは、クラス 3およびクラスFサービスをサポートします。

関連トピック

VSANトランキングの設定

TF ポート

スイッチが NPVモードで動作しているとき、スイッチをコアネットワークスイッチに接続する
インターフェイスは NPポートとして設定されます。 NPポートは Nポートと同様に動作します
が、複数の物理 Nポートに対するプロキシとして機能します。

トランキングFポート（TFポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。トランキングした別のNポート（TNポート）またはNPポート（TNPポート）
に接続して、コアスイッチと NPVスイッチまたは HBAの間のリンクを作成し、タグ付きフレー
ムを伝送できます。 TFポートは、Fポートの機能を拡張して、VSANトランキングをサポートし
ます。

TFポートモードでは、すべてのフレームが、VSAN情報を含む EISLフレームフォーマットで送
信されます。相互接続されたスイッチは VSAN IDを使用して、1つまたは複数の VSANからの
トラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、 Cisco Nexusデバイスでは
VSANトランキングと呼ばれます。TFポートは、クラス 3およびクラス Fサービスをサポートし
ます。

TNP ポート

トランキング NPポート（TNPポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポー
トとして機能します。トランキングされたFポート（TFポート）にTNPポートを接続して、NPV
スイッチからコア NPIVスイッチへのリンクを作成することができます。

SD ポート

SPAN宛先ポート（SDポート）モードでは、インターフェイスがスイッチドポートアナライザ
（SPAN）として機能します。SPAN機能は、ファイバチャネルインターフェイスを通過するネッ
トワークトラフィックを監視します。このモニタリングは、SDポートに接続された標準ファイ
バチャネルアナライザ（または同様のスイッチプローブ）を使用して行われます。 SDポートは
フレームを受信しません。送信元トラフィックのコピーを送信するだけです。 SPAN機能は他の
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機能に割り込むことなく、SPAN送信元ポートのネットワークトラフィックのスイッチングに影
響しません。

auto モード

autoモードに設定されたインターフェイスは、Eポート、Fポート、NPポート、TEポート、TF
ポート、または TNPポートのいずれかのモードで動作します。ポートモードは、インターフェ
イスの初期設定中に決定されます。たとえば、インターフェイスがノード（ホストまたはディス

ク）に接続されている場合、Fポートモードで動作します。インターフェイスがサードパーティ
製のスイッチに接続されている場合、Eポートモードで動作します。インターフェイスが Cisco
Nexusデバイスまたは Cisco MDS 9000ファミリの別のスイッチに接続されている場合、TEポー
トモードで動作できます。

SDポートは初期化で判別されず、管理上設定されます。

関連トピック

VSANトランキングの設定

インターフェイスステート

インターフェイスステートは、インターフェイスの管理設定および物理リンクのダイナミックス

テートによって異なります。

管理ステート

管理のステートは、インターフェイスの管理設定を表します。次の表に、管理ステートを示しま

す。

表 1：管理ステート

説明管理ステート

インターフェイスはイネーブルです。Up

インターフェイスはディセーブルです。イン

ターフェイスをシャットダウンして管理上の

ディセーブル状態にした場合は、物理リンク層

ステートの変更が無視されます。

Down

動作ステート

動作ステートは、インターフェイスの現在の動作ステートを示します。次の表に、動作ステート

を示します。
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表 2：動作ステート

説明Operational State

インターフェイスは、トラフィックを要求に応

じて送受信しています。このステートにするた

めには、インターフェイスが管理上アップの状

態、インターフェイスリンク層ステートがアッ

プの状態で、インターフェイスの初期化が完了

している必要があります。

Up

インターフェイスが（データ）トラフィックを

送信または受信できません。

Down

インターフェイスが TEまたは TFモードで正
常に動作しています。

トランキング

理由コード

理由コードは、インターフェイスの動作ステートによって異なります。次の表に、動作ステート

の理由コードを示します。

表 3：インターフェイスステートの理由コード

原因コードOperational Status管理設定

なし。UpUp

管理上のダウン。インターフェ

イスを管理上ダウンの状態に設

定する場合、インターフェイス

をディセーブルにします。ト

ラフィックが受信または送信さ

れません。

DownDown

次の表を参照してください。DownUp

管理ステートが upで、動作ステートが downの場合、理由コードは、動作不能理由コードに基づ
いて異なります。次の表に、動作不能ステートの理由コードを示します。

表に示されている理由コードは一部だけです。（注）
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表 4：非動作ステートの原因コード

適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

すべて（All）物理層リンクが正常に動作して

いません。

Link failure or not connected

すべて（All）Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ハードウェアが接続さ
れていません。

SFP not present

すべて（All）物理層リンクが正常に動作して

おり、プロトコル初期化が進行

中です。

Initializing

ファブリックが現在再設定され

ています。

Reconfigure fabric in progress

初期化を再試行する前に、ス

イッチソフトウェアが指定さ

れた R_A_TOV時間待機しま
す。

Offline

インターフェイス VSANが削
除されているか、suspendedス
テートにあります。

インターフェイスを正常に動作

させるには、設定されたアク

ティブな VSANにポートを割
り当てます。

Inactive

ハードウェア障害が検出されま

した。

Hardware failure
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適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

エラー条件は、管理上の注意を

必要とします。さまざまな理

由でインターフェイスがエラー

ディセーブルになることがあり

ます。次に例を示します。

•設定障害。

•互換性のないBB_credit設
定。

インターフェイスを正常に動作

させるには、まずこのステート

の原因となるエラー条件を修正

し、次にインターフェイスを管

理上シャットダウンにするか、

インターフェイスをイネーブル

にします。

Error disabled

スイッチにアクティブ SAN
ポートチャネルの最大数がす

でに設定されているので、イン

ターフェイスは隔離されます。

Isolation because limit of active
port channels is exceeded.

Eポートと TEポートのみポートネゴシエーションが失

敗しました。

Isolation due to ELP failure

ポートネゴシエーションが失

敗しました。

Isolation due to ESC failure

Fibre Channel Domain
（fcdomain）のオーバーラッ
プ。

Isolation due to domain overlap

割り当てられたドメイン IDが
無効です。

Isolation due to domain ID
assignment failure

リンクのもう一方の端のEポー
トが分離しています。

Isolation due to the other side of
the link E port isolated

ファブリックの再設定により

ポートが分離されました。

Isolation due to invalid fabric
reconfiguration

fcdomain機能がディセーブルで
す。

Isolation due to domain manager
disabled
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適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

ゾーン結合に失敗しました。Isolation due to zone merge failure

ISLの両端のVSANが異なりま
す。

Isolation due to VSAN mismatch

SANポートチャネルインター
フェイスのみ

SANポートチャネルに所属す
るインターフェイスがダウンの

状態です。

port channel administratively down

SANポートチャネルに所属す
るインターフェイスに互換性の

ない速度が存在します。

Suspended due to incompatible
speed

SANポートチャネルに所属す
るインターフェイスに互換性の

ないモードが存在します。

Suspended due to incompatible
mode

不適切な接続が検出されまし

た。 SANポートチャネルのす
べてのインターフェイスが同一

のスイッチペアに接続されて

いる必要があります。

Suspended due to incompatible
remote switch WWN

仮想ファイバチャネルイン

ターフェイスのみ

仮想ファイバチャネルイン

ターフェイスにバインドされた

イーサネットインターフェイ

スが動作していません。

Bound physical interface down

仮想ファイバチャネルイン

ターフェイスのみ

仮想ファイバチャネルイン

ターフェイスにバインドされた

イーサネットインターフェイ

スが、仮想ファイバチャネル

インターフェイスに関連付けら

れた VLANに対して STPフォ
ワーディングステートではあ

りません。

STP not forwarding in FCoE
mapped VLAN

Buffer-to-Buffer credit（BB_credit）
BB_creditはフロー制御メカニズムで、ファイバチャネルインターフェイスがフレームをドロッ
プしないようにします。 BB_creditは、ホップごとにネゴシエーションします。
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Cisco Nexusデバイスでは、ファイバチャネルインターフェイスで BB_creditメカニズムが使用さ
れますが、仮想ファイバチャネルインターフェイスでは使用されません。受信 BB_creditでは、
ピアへの確認応答を必要とせずに、受信側の受信バッファの容量が決まります。これは、帯域幅

遅延が大きいリンク（遅延が大きい長距離リンク）で、遅延時間が長い回線レートトラフィック

を維持できるようにするうえで重要です。

仮想ファイバチャネルインターフェイスの場合、BB_creditは使用されません。仮想ファイバ
チャネルインターフェイスは、基本の物理イーサネットインターフェイスの機能に基づいて、フ

ロー制御を実行します。

このプラットフォームのすべてのポートモード（F、NP、および E）で、受信 BB_credit値は
常に 15です。この値は変更できません。

（注）

ファイバチャネルインターフェイスの設定

ファイバチャネルインターフェイスの設定

ファイバチャネルインターフェイスを設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration
terminal

ステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{fc slot/port}|{vfc vfc-id}

ステップ 2   

ファイバチャネルインターフェイスが設定され

た場合、自動的に一意のWorld Wide Name
（WWN）が割り当てられます。インターフェ
イスの動作ステートがupの場合、ファイバチャ
ネル ID（FC ID）も割り当てられます。

（注）

これが 10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portになりま
す。

（注）

ファイバチャネルインターフェイスの範囲の設定

ファイバチャネルインターフェイスの範囲を設定する手順は、次のとおりです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入りま

す。

switch# configuration terminalステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスの範

囲を選択し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface { fc slot/port -
port [ , fc slot/port - port ] | vfc vfc-id -
vfc-id [ , vfc vfc-id - vfc-id ] }

ステップ 2   

インターフェイスの管理ステートの設定

インターフェイスを正常にシャットダウンする手順は、次のとおりです。

トラフィックフローをイネーブルにする手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface {fc
slot/port}|{vfc vfc-id}

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

インターフェイスを正常にシャットダウンし、トラ

フィックフローを管理上ディセーブルにします（デ

フォルト）。

switch(config-if)# shutdownステップ 3   
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インターフェイスモードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

仮想ファイバチャネルインターフェイスを選

択し、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config) # interface vfc vfc-id}

例：
switch(config) # interface vfc 20
switch(config-if) #

ステップ 2   

ポートモードを設定します。switch(config-if) # switchport mode
{E|NP}

ステップ 3   

vFCインターフェイスは、モードEおよびNP
だけをサポートします。

例：
switch(config-if) # switchport
mode E
switch(config-if) #

SDポートを自動では設定できませ
ん。このポートは管理上設定する必

要があります。

（注）

次に、VEポート20を設定し、イーサネットスロット1、ポート3にバインドする例を示します。
switch# config t
switch(config) # interface vfc 20
switch(config-if) # bind interface ethernet 1/3
switch(config-if) # switchport mode E
switch(config-if) # exit
switch#

次に、イーサネット slot1、ポート 3インターフェイスにバインドされた vFC 20の実行コンフィ
ギュレーションの例を示します。

switch# show running-config
switch(config) # interface vfc20
switch(config-if) # bind interface Ethernet 1/3
switch(config-if) # switchport mode E
switch(config-if) # no shutdown

次に、VNPポート 10を設定し、イーサネットスロット 2、ポート 1にバインドする例を示しま
す。

switch # config t
switch(config) # interface vfc 10
switch(config-if) # bind interface ethernet 2/1
switch(config-if) # switchport mode NP
switch(config-if) # exit
switch#
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インターフェイスの説明の設定

インターフェイスの説明は、トラフィックを識別したり、インターフェイスの使用状況を知る場

合に役立ちます。インターフェイスの説明には、任意の英数字の文字列を使用できます。

インターフェイスの説明を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface {fc
slot/port}|{vfc vfc-id}

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

インターフェイスの説明を設定します。ストリ

ングの長さは、最大 80文字まで可能です。
switch(config-if)# switchport
description cisco-HBA2

ステップ 3   

インターフェイスの説明をクリアします。switch(config-if)# no switchport
description

ステップ 4   

ポート速度の設定

ポート速度は、物理ファイバチャネルインターフェイスで設定できますが、仮想ファイバチャ

ネルインターフェイスでは設定できません。デフォルトでは、インターフェイスのポート速度は

スイッチによって自動計算されます。

ポート速度の変更は中断を伴う動作です。注意

インターフェイスのポート速度を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration
terminal

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

指定されたインターフェイスを選択して、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface fc
slot/port

ステップ 2   

仮想ファイバチャネルインターフェイスの

ポート速度は設定できません。

（注）

これが 10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portになりま
す。

（注）

インターフェイスのポート速度を 1000 Mbpsに設定し
ます。

switch(config-if)#
switchport speed 1000

ステップ 3   

数値は、Mbps単位の速度を表します。 1Gbpsインター
フェイスには 1000 Mbpsの速度、2 Gbpsインターフェ
イスには 2000 Mbpsの速度、4 Gbpsインターフェイス
には4000、またはauto（デフォルト）を設定できます。

インターフェイスの管理速度を工場出荷時のデフォルト

（auto）に戻します。
switch(config-if)# no
switchport speed

ステップ 4   

自動検知

デフォルトではすべての4Gbpsインターフェイスで速度自動検知がイネーブルになっています。
この設定を使用すると、4 Gbpsポートのインターフェイスは 1 Gbps、2 Gbps、または 4 Gbpsの速
度で動作します。専用レートモードで動作するインターフェイスに対して自動検知をイネーブル

にすると、ポートが 1 Gbpsまたは 2 Gbpsの動作速度をネゴシエートした場合でも、4 Gbps帯域
幅が予約されます。

SD ポートフレームカプセル化の設定
switchport encap eislコマンドは、SDポートインターフェイスにだけ適用されます。このコマン
ドは、SDポートモードにあるインターフェイスによって送信されたすべてのフレームのフレー
ムフォーマットを判別します。カプセル化を EISLに設定すると、すべての SPAN送信元につい
て、すべての発信フレームが EISLフレームフォーマットで送信されます。

switchport encap eislコマンドは、デフォルトではディセーブルです。カプセル化をイネーブルに
すると、すべての発信フレームがカプセル化され、show interface SD_port_interfaceコマンド出力
に新しい行（Encapsulation is eisl）が表示されます。
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受信データフィールドサイズの設定

仮想ファイバチャネルインターフェイスではなく、ネイティブファイバチャネルインターフェ

イスの受信データフィールドサイズを設定できます。デフォルトのデータフィールドサイズが

2112バイトの場合、フレームの長さは 2148バイトです。

受信データフィールドサイズを設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration
terminal

ステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface fc
slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

選択されたインターフェイスのデータフィールド

サイズを 2000バイトに減らします。デフォルトは
2112バイトで、範囲は 256～ 2112バイトです。

switch(config-if)# switchport
fcrxbufsize 2000

ステップ 3   

ビットエラーしきい値の概要

ビットエラーレートしきい値は、パフォーマンスの低下がトラフィックに重大な影響を与える前

にエラーレートの増加を検出するために、スイッチにより使用されます。

ビットエラーは、次の理由で発生することがあります。

•ケーブル故障または不良

• GBICまたは SFP故障または不良

• GBICまたは SFPは 1 Gbpsで動作するように指定されているが、2 Gbpsで使用されている。

• GBICまたは SFPは 2 Gbpsで動作するように指定されているが、4 Gbpsで使用されている。

•長距離に短距離ケーブルが使用されている、または短距離に長距離ケーブルが使用されてい
る。

•一時的な同期ロス

•ケーブルの片端または両端の接続のゆるみ

•片端または両端での不適切な GBIC接続または SFP接続
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5分間に 15のエラーバーストが発生すると、ビットエラーレートしきい値が検出されます。デ
フォルトでは、しきい値に達するとスイッチはインターフェイスをディセーブルにします。

shutdown/no shutdownコマンドを入力して、インターフェイスを再度イネーブルにできます。

しきい値を超えてもインターフェイスがディセーブルにならないようにスイッチを設定できます。

ビットエラーしきい値イベントによってインターフェイスがディセーブルにならないように

設定されていても、ビットエラーしきい値イベントが検出されると、スイッチによって syslog
メッセージが生成されます。

（注）

インターフェイスのビットエラーしきい値をディセーブルにする手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface fc
slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、

インターフェイスがディセーブルにならないよう

にします。

switch(config-if)# switchport
ignore bit-errors

ステップ 3   

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、

インターフェイスがイネーブルにならないように

します。

switch(config-if)# no switchport
ignore bit-errors

ステップ 4   

ファイバチャネルインターフェイスのグローバル属性の設定

スイッチポート属性のデフォルト値の設定

各種のスイッチポート属性の属性デフォルト値を設定できます。これらの属性は、この時点でそ

れぞれを指定しなくても、今後のすべてのスイッチポート設定にグローバルに適用されます。

スイッチポート属性を設定する手順は、次のとおりです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalステップ 1   

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を

upに設定します（出荷時のデフォルト設定は down
です）。

switch(config)# no system
default switchport shutdown
san

ステップ 2   

このコマンドは、管理ステートに対して

ユーザ設定が存在しないインターフェイス

にだけ適用されます。

ヒント

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を

downに設定します。これが出荷時のデフォルト設
定です。

switch(config)# system default
switchport shutdown san

ステップ 3   

このコマンドは、管理ステートに対して

ユーザ設定が存在しないインターフェイス

にだけ適用されます。

ヒント

インターフェイスの管理トランクモードステートの

デフォルト設定を autoに設定します。
switch(config)# system default
switchport trunk mode auto

ステップ 4   

デフォルト設定のトランクモードは onで
す。

（注）

N ポート識別子仮想化について
Nポート識別子仮想化（NPIV）は単一Nポートに複数の FC IDを割り当てる手段を提供します。
この機能を使用すると、Nポート上の複数のアプリケーションが異なる IDを使用したり、アクセ
スコントロール、ゾーニング、ポートセキュリティをアプリケーションレベルで実装したりで

きます。次の図に、NPIVを使用するアプリケーションの例を示します。

図 1： NPIV の例
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N ポート ID バーチャライゼーションのイネーブル化
スイッチで NPIVをイネーブルまたはディセーブルにできます。

はじめる前に

スイッチ上のすべてのVSANに対してNPIVをグローバルでイネーブルにし、NPIV対応のアプリ
ケーションが複数の Nポート IDを使用できるようにする必要があります。

すべての Nポート IDは同じ VSAN内で割り当てられます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

スイッチ上のすべてのVSANのNPIVを
イネーブルにします。

feature npiv

例：
switch(config)# feature npiv

ステップ 2   

スイッチ上のNPIVをディセーブルにし
ます（デフォルト）。

no feature npiv

例：
switch(config)# no feature npiv

ステップ 3   

ポートチャネルの設定例

この項では、Fポートチャネルを共有モードで設定する方法、およびNPIVコアスイッチのFポー
トとNPVスイッチのNPポート間のリンクを起動する方法の例を示します。 Fポートチャネルを
設定する前に、Fポートトランキング、Fポートチャネリング、および NPIVがイネーブルであ
ることを確認します。

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)# switchport mode F
switch(config-if)# switchport dedicated
switch(config-if)# channel mode active
switch(config-if)# exit
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次に、コアスイッチで専用モードでポートチャネルメンバインターフェイスを設定する例を示

します。

switch(config)# interface vfc14-16
switch(config-if)# shut
switch(config-if)# switchport mode F
switch(config-if)# switchport speed 4000
switch(config-if)# switchport rate-mode dedicated
switch(config-if)# switchport trunk mode on
switch(config-if)# channel-group 2
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit

次に、NPVスイッチで専用モードでポートチャネルを作成する例を示します。
switch(config)# interface san-port-channel 2
switch(config-if)# switchport mode NP
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit

次に、NPVスイッチ上でポートチャネルメンバインターフェイスを設定する例を示します。
switch(config)# interface vfc21-22
switch(config-if)# shut
switch(config-if)# switchport mode NP
switch(config-if)# switchport trunk mode on
switch(config-if)# channel-group 2
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit

ファイバチャネルインターフェイスの確認

SFP トランスミッタタイプの確認
SFPトランスミッタタイプは、仮想ファイバチャネルではなく、物理ファイバチャネルインター
フェイス用に表示できます。

Small Form-Factor Pluggable（SFP）ハードウェアトランスミッタは、show interface briefコマンド
で表示される際に略語で示されます。関連する SFPがシスコによって割り当てられた拡張 IDを
持つ場合、show interfaceコマンドと show interface briefコマンドは、トランスミッタタイプでは
なく、IDを表示します。 show interface transceiverコマンドと show interface fc slot/port transceiver
コマンドは、シスコがサポートする SFPに関して両方の値を表示します。

インターフェイス情報の確認

show interfaceコマンドはインターフェイス情報を表示します。引数を入力しないと、このコマン
ドはスイッチ内に設定されたすべてのインターフェイスの情報を表示します。

インターフェイス情報を表示するのに引数（インターフェイスの範囲、または複数の指定された

インターフェイス）を指定することもできます。 interface fc2/1 - 4 , fc3/2 - 3という形式でコマン
ドを入力して、インターフェイスの範囲を指定できます。

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface
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fc3/1 is up
...
fc3/3 is up
...
Ethernet1/3 is up
...
mgmt0 is up
...
vethernet1/1 is up
...
vfc 1 is up

次に、指定された複数のインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface fc3/1 , fc3/3
fc3/1 is up
...
fc3/3 is up
...

次に、特定の 1つのインターフェイスを表示する例を示します。
switch# show interface vfc 1
vfc 1 is up
...

次に、インターフェイスの説明を表示する例を示します。

switch# show interface description
-------------------------------------------------
Interface Description
-------------------------------------------------
fc3/1 test intest
Ethernet1/1 --
vfc 1 --
...

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します（簡略）。

switch# show interface brief

次に、インターフェイスカウンタを表示する例を示します。

switch# show interface counters

次に、特定のインターフェイスのトランシーバ情報を表示する例を示します。

switch# show interface fc3/1 transceiver

SFPが存在する場合にだけ、show interface transceiverコマンドは有効です。（注）

show running-configurationコマンドを実行すると、すべてのインターフェイスの情報を含む実行
コンフィギュレーション全体が表示されます。スイッチがリロードしたとき、インターフェイス

コンフィギュレーションコマンドが正しい順序で実行するように、インターフェイスはコンフィ

ギュレーションファイルに複数のエントリを持っています。特定のインターフェイスの実行コン

フィギュレーションを表示する場合、そのインターフェイスのすべてのコンフィギュレーション

コマンドはグループ化されます。

次の例では、すべてのインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター

フェイスの表示を示します。

switch# show running configuration
...
interface fc3/5
switchport speed 2000

...
interface fc3/5
switchport mode E
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...
interface fc3/5
channel-group 11 force
no shutdown

次の例では、特定のインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター

フェイスの表示を示します。

switch# show running configuration fc3/5
interface fc3/5
switchport speed 2000
switchport mode E
channel-group 11 force
no shutdown

BB_credit 情報の確認
次に、すべてのファイバチャネルインターフェイスの BB_credit情報を表示する例を示します。
switch# show interface fc2/1
...
fc2/1 is up

Hardware is Fibre Channel, SFP is short wave laser w/o OFC (SN)
Port WWN is 20:41:00:2a:6a:78:5a:80
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x400220
Port vsan is 1
Speed is 8 Gbps
Transmit B2B Credit is 5
Receive B2B Credit is 15
Receive data field Size is 2112
Beacon is turned off
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
50797511 frames input, 94079655820 bytes
0 discards, 0 errors
1 CRC, 0 unknown class
0 too long, 0 too short

53584181 frames output, 94072838324 bytes
0 discards, 0 errors

0 input OLS, 0 LRR, 0 NOS, 0 loop inits
1 output OLS, 1 LRR, 0 NOS, 0 loop inits

last clearing of "show interface" counters never
15 receive B2B credit remaining
5 transmit B2B credit remaining
0 low priority transmit B2B credit remaining

Interface last changed at Mon May 19 20:15:53 2014

ファイバチャネルインターフェイスのデフォルト設定

次の表に、ネイティブファイバチャネルインターフェイスパラメータのデフォルト設定を示し

ます。

表 5：デフォルトのネイティブファイバチャネルインターフェイスパラメータ

デフォルトパラメータ（Parameters）

自動インターフェイスモード
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デフォルトパラメータ（Parameters）

自動インターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除
く）

管理状態

On（初期設定時に変更された場合を除く）トランクモード

1～ 4093トランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

Off（ディセーブル）標識モード

ディセーブルEISLカプセル化

2112バイトデータフィールドサイズ

次の表に、仮想ファイバチャネルインターフェイスパラメータのデフォルト設定を示します。

表 6：デフォルトの仮想ファイバチャネルインターフェイスパラメータ

デフォルトパラメータ（Parameters）

Fモードインターフェイスモード

n/aインターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除
く）

管理状態

Onトランクモード

すべての VSANトランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

n/aEISLカプセル化

n/aデータフィールドサイズ
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